
《
特
別
寄
稿
》

水
野
勝
成
の
軌
跡

一
、
流
浪
十
有
五
年

水
野
勝
成
は
、
永
禄
七
年
七
月
十
五
日
三
河
刈
屋
城
主
水
野
忠
重
の
嫡
子
と
し
て

生
れ
た
。
母
は
都
築
右
京
進
吉
豊
の
女
で
あ
る
。
幼
名
国
松
、
長
じ
て
藤
十
郎
、
六

左
衛
門
と
云
う
。
今
に
の
こ
る
勝
成
の
画
像
を
み
る
と
、
眼
は
大
き
く
て
鋭
く
、
一肩

巾
が
厚
く
頑
強
に
し
て
、
膏
力
に
す
ぐ
れ
男
性
的
な
精
気
に
満
ち
満
ち
た
風
貌
で
あ

る
。
性
情
の
過
度
に
ま
で
烈
し
か
っ
た
。

水
野
家
で
は
代
々
忠
と
云
う
諄
が
多
い
。
祖
父
は
忠
政
、
父
は
忠
重
、
伯
父
に
忠

守
、
忠
近
、
忠
勝
、
忠
分
等
が
い
る
。
し
か
し
彼
に
は
忠
の
名
の
つ
く
諄
は
与
え
ら

れ
て
い
な
い
。
弟
は
忠
胤
、
忠
清
、
忠
直
と
云
う
。
何
故
で
あ
ろ
う
。

彼
の
初
陣
は
天
正
七
年
の
遠
江
高
天
神
城
攻
め
で
、
そ
の
後
、
甲
州
黒
駒
の
合
戦
、

尾
張
本
治
の
戦
、
同
長
久
手
の
戦
、
同
蟹
江
の
戦
に
歴
戦
し
て
武
名
が
高
か
っ
た
。

に
も
拘
ら
ず
、
父
忠
重
は
勝
成
と
合
わ
ず
、
後
継
者
と
し
て
は
弟
の
忠
種
を
擬
し

て
い
た
と
見
ら
れ
る
節
が
あ
る
。
忠
種
は
後
に
織
田
信
長
の
女
を
妥
っ
て
い
る
。

忠
重
、
勝
成
の
父
子
の
嫌
悪
感
は
、
や
が
で
憎
悪
と
な
り
、
天
正
十
二
年
忠
重
の
侍

臣
富
永
半
兵
衛
を
勝
成
が
斬

っ
た
こ
と
か
ら
父
忠
重
に
勘
当
を
受
け
、
勝
成
は
浪
々

エエ

石

定

夫

の
旅
に
出
る
。
齢
二
十

一
才
の
時
で
あ
る
。

勝
成
は
豊
臣
秀
吉
に
仕
え
、
紀
州
雑
賀
攻
め
に
参
陣
し
、
翌
天
正
十
五
年
佐
々
成

政
に
仕
え

（千
石
）
、
成
政
除
封
後
、
小
西
行
長
、
黒
田
長
政
に
仕
え
る
。
長
政
に

属
し
て
海
路
東
上
の
節
、
船
中
で
辱
じ
め
を
う
け
た
と
し
て
輛
で
無
断
脱
隊
し
、
そ

こ
か
ら
備
後
、
備
中
を
あ
て
な
く
道
遥
す
る
。

勝
成
の
足
ど
り
は
確
か
で
は
な
い
が
、
輛
か
ら
熊
野
の
渡
辺
民
部
、
芦
田
郡
高
木

の
豊
田
美
濃
、
甲
怒
郡
上
下
の
鉄
屋
兵
二
郎
ら
の
許
に
寄
遇
し
た
後
、
神
石
郡
来
見

の
吉
岡
太
郎
左
衛
門
方
に
滞
在
。
こ
こ
か
ら
山
野
村
を
経
て
備
中
後
月
郡
吉
井
か
ら

成
羽
に
赴
き
、
三
村
親
成
を
た
よ
る
。
親
成
は
松
山
城
主
元
親
ら

一
族
滅
亡
後
、
毛

利
に
被
官
、
八
千
石
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。
勝
成
は
十
九
石
の
扶
持
を
う
け
、
小
坂

信
濃
守
利
直
こ
と
藤
井
好
恒

（道
斉
）
の
女
、
お
登
久
と
の
間
に
長
男
長
吉

（後
の

二
代
勝
俊
）
を
儲
け
る
。

慶
長
三
年
、
秀
吉
が
死
ん
で
戦
雲
俄
か
に
起
こ
る
。
勝
成
は
家
康
の
口
き
ゝ
で
父

忠
重
の
勘
気
が
解
か
れ
る
。
天
正
十
二
年
に
父
の
許
を
離
れ
て
か
ら
十
五
年
間
、
勝

成
の
放
浪
が
続
い
た
の
で
あ
る
。
青
春
の
自
ら
選
ん
だ
流
浪
の
生
活
で
あ
っ
た
。

勝
成
は
天
正
十
二
年
、
廿

一
才
の
と
き
、
父
の
許
を
脱
し
、
五
人
の
大
小
名
達
に
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仕
え
つ
ゝ
も
、
放
浪
生
活
は
十
五
年
に
及
ぶ
。
此
の
聞
に
彼
の
味
わ
っ
た
長
く
菫
い

経
験
は
、
豊
か
な
人
絡
形
成
に
役
立
っ
て
い
る
。
人
間
関
係
の
重
要
性
と
貴
重
さ
を
、

身
を
以
っ
て
無

っ
て
い
た
数
少
な
い
人
で
あ
っ
た
ろ
う
。
何
れ
の
時
代
で
あ
っ
て
も
、

草
穏
期
の
た
ぐ
い
稀
な
事
業
は
、
綿
密
な
人
間
関
係
の
基
礎
に
あ
る
こ
と
は
、
今
も

昔
も
変
り
は
な
い
。

二
、
経
世
家
勝
成
の
登
場

元
和
元

（
一
六

一
五
）
年
五
月
、
大
阪
夏
の
陣
、
麗
屋
城
主
水
野
日
向
守
勝
成
は
、

東
軍
大
和
国
の
先
峰
大
将
で
あ
っ
た
。
東
軍
は
、
大
阪
攻
め
に
大
和
国
と
河
内
国
の

上
方
面
に
、
兵
を
分

っ
た
。

河
内
国
は
、
井
伊
直
孝
、
藤
堂
高
虎
ら
で
あ
っ
た
。
大
和
国
に
は
、
水
野
勝
成
、
松

瞳
倉
政
、
桑
曲
元
晴
、
堀
直
寄
ら
の
外
、
兵
力
の
大
き
い
軍
騒
と
し
て
、
本
多
忠
数
、

松
平
忠
明
、
伊
達
政
宗
、
松
平
忠
輝
が
当

っ
て
居
り
、
総
勢
三
万
五
千
で
あ
っ
た
。

勝
成
が
催
か
議
万
石
刈
麗
領
主
と
云
う
小
身
で
あ
り
午
ら
、
大
和
国
方
繭
軍
の
総
指

揮
富
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
徳
川
譜
代
の
中
に
指
揮
能
力
に
勝
れ
練
達
な
者
と
云

へ
ば
、

家
畿
の
脳
裡
に
、
水
野
日
向
守
と
云
う
名
が
面
ぐ
に
浮
か
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

勝
成
、
時
に
三
十
二
才
。
軍
事
指
揮
者
と
し
て
有
能
で
あ
っ
た
。

此
の
戦
い
を
終
え
、
同
年
七
月
、
そ
の
戦
功
に
依
り
大
和
郡
曲
六
万
石
に
転
封
と

な
る
。
勝
成
は
不
満
で
あ
っ
た
。
十
五
年
前
の
慶
長
五
年
、
輿
ケ
原
の
戦
の
あ
と
、

徳
躍
家
康
の
所
領
は
二
百
五
十
万
石
か
ら
四
百
万
石
に
拡
張
し
、
最
強
の
地
位
を
置

め
た
。
同
時
に
西
軍
に
属
し
た
外
様
大
名
の
八
十
八
名
が
改
易
さ
れ
、
そ
の
所
領
二

百
十
六
万
石
が
没
収
さ
れ
、
更
に
減
封
五
名
、
没
収
総
高
は
六
百
三
十
二
万
石
に
達

し
た
。
東
軍
方
の
諸
将
は
す
べ
て
所
領
を
増
や
し
た
。
命
に
よ
っ
て
美
濃
国
曽
懸
を

守
り
、
大
垣
城
攻
め
労
の
あ
っ
た
勝
成
は

一
切
の
増
禄
が
な
か
っ
た
。
そ
し
て
今
、

十
五
年
を
経
、
大
坂
攻
め
に
軍
功
あ
っ
て
六
万
石
の
沙
汰
で
あ
る
。

同
年
八
月
郡
山
に
入
っ
た
勝
威
は
、
洞
泉
寺
の
境
内
に
仮
舎
住
居
を
構
え
た
。

近
時
大
名
が
次
々
に
行
う
よ
う
な
本
城
の
普
請
や
城
下
の
築
営
に
は
、
手
を
つ
け
よ

う
と
も
し
な
か
っ
た
。

元
和
二
年
徳
川
家
康
が
逝

っ
た
。
同
五
年
安
芸
備
後
の
大
守
で
あ
っ
た
福
島
正
驚

が
改
易
さ
れ
る
。
七
月
二
十
二
日
、
将
軍
秀
忠
か
ら
伏
見
に
呼
出
さ
れ
た
勝
成
は
、

備
後
七
郡
、
備
中

一
部

一
村
、
十
万
石
領
主
と
し
て
加
禄
転
封
の
命
を
う
け
た
。

残
暑
が
尚
き
び
し
く
、
陽
は
高
か
っ
た
。
勝
成
五
十
六
才
。
待

つ
こ
と
久
し
、
経
世

の
日
が
来
た
の
で
あ
る
。

三
、
勝
成
の
構
想
力

元
和
五
年
八
月
四
銀
、
士
分
彗
十
九
名
を
引
具
じ
海
路
輛
に
つ
き
、
深
津
に
至
り

神
透
の
旧
城
に
入
り
、
福
島
丹
波
守
正
澄

（城
番
は
弟
玄
蕃
）
の
屋
敷
に
入
っ
た
。

丹
波
は
補
島
蓋
則
の
筆
頭
家
老
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
直
ち
に
領
内
の
巡
視
を
行

な
い
、
品
治
郡
桜
山
、
沼
隈
郡
蓑
島
、
深
津
郡
常
興
寺
山
が
候
補
地
と
し
て
検
討
さ

れ
、
近
世
藩
府
の
町
と
し
て
、
西
と
北
に
芦
田
川
を
控
え
た
要
害
で
、
そ
の
デ
ル
タ

に
城
下
町
と
し
て
広
い
地
帯
が
確
保
出
来
る
丘
陵
、
常
興
寺
由
に
築
城
す
る
こ
と
が

決
定
し
た
。
古
書
に
云
う
。

此
ノ
地

ハ
古

ハ
水
タ
マ
リ
ニ
テ
　
其
頃

ハ
茫
々
タ
ル
芦
原
ナ
リ
シ
ブ
御
覧
ア
ツ
テ

此
処
コ
ツ
行
末
永
ク
栄
フ
ベ
キ
要
害
ノ
地
ナ
リ
ト
テ
　
縄
彊
リ
ハ
侯
鶴
自
身
遊
バ
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サ
レ
シ
也

（西
備
名
区
）
と
。

元
和
六
年
、
勝
成
は
城
郭
と
同
時

に
町

の
建
設

に
着
手
し
た
。
当
時
、
芦
田
の
デ

ル
タ
は
、
今
日
の
よ
う
で
は
な
か

っ
た
。
野
上
半
島
と
深
津
高
地

の
両
腕

に
抱
か
れ

た
湾
内
は
、
木
之
庄
、
吉
津
、
奈
良
津

に
面
し
、
深
津

の
薬
師
寺
あ
た
り
も
西
浜
と

し
て
遠
千
湾

で
あ

っ
た
。
輌
を
外
港
と
し
て
海
上
交
通
を
押
え
、
河
口
を
干
拓
し
て

城
下
町
を
建
設
す
る
。
大
構
想
で
あ

っ
た
。
築
城
と
浜
と
呼

ぶ
運
河
、
街
区
を
わ
か

ら
要
所
に
寺
院
を
配
置
し
、
侍
屋
敷
七
十

二
町
歩
、
藩
用
地
三
十
六
町
、
十
二
町
の

商
家
町
並
み

（
の
ち
三
十
町
に
拡
大
、
七
万
五
千
坪
）
が
、
次

々
と
完
成
を
観
た
。

干
拓
は
、
野
上
、
引
野
、
沼
田
、
手
城
、
多
治
米
、
草
戸
、
川
口
な
ど
相
次

い
で
実

行
さ
れ
、
寛
文
期
ま
で
に
新
田
開
墾
が
行
わ
れ
て
行
く
。
元
禄
期

に
は
、
福
山
城
下

で
家
中
家
族

一
一
、
七
九
七
人
、
町
方
人
数

一
二
、
九
七
九
人
、
計

二
万
五
千
人
弱

の
人
た
ち
の
生
活
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
。
葦

の
風
に
そ
よ
ぐ
茫
々
た
る
土
地
は
、

近
世
城
下
町
に
変
貌
す
る
。
ま
さ
し
く
壮
大
な
ド
ラ

マ
の
誕
生

で
あ
る
。

然
も
近
世
史
上
、
城
下
町
全
体
が
埋
立
地

に
造
ら
れ
た
と
云
う
の
は
、
他

の
都
市

の

例
を
観

な
い
。

常
興
寺
山
の
丘
陵
か
ら
眼
下

に
茫
莫
と
拡
が
る
葦
の
原
を
俯
撤
し
な
が
ら
、　
一
人

の
男

の
画
い
た
夢

の
壮
絶
さ
に
は
、
驚
嘆
す
る
の
み
で
あ
る
。
爾
来
三
百
六
十
年
、

福
山
の
歴
史

に
あ

っ
て
、

こ
れ
程
に
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
構
想
力
を
も

っ
た
人
は
、

何
処

に
も
出

て
い
な
い
。

四
、
運
し
い
実
践
力

此
の
大
き
な
企
画
性
を
貫
い
た
強
烈
な
実
践
力
も
見
逃
す
こ
と
は
出
来
な
い
。

例
え
ば
、
当
初
勝
成
は
、
永
徳
寺
山

（
八
幡
社
丘
陵
）
と
天
神
山
の
間
を
堀
り
抜

き
、
本
庄
艮
の
鼻
か
ら
水
を
引
き
、
深
津
村
薬
師
前
に
流
す
こ
と
ゝ
し
た

（深
津
川
）

が
、
元
和
六
年
五
月
大
雨
大
洪
水
に
よ
っ
て
河
川
氾
濫
し
、
城
の
石
崖
は
崩
れ
、
頓

座
し
た
。
改
め
て
艮
の
鼻
を
塞
い
で
、
上
流
の
高
崎
に
取
水
口
を
つ
く
り
、
更
に
芦

田
川
を
草
戸
に
向
け
て
流
す
べ
く
、
長
の
鼻
か
ら
池
の
渕
、
野
上
、
五
本
松
ま
で
の

所
謂
野
上
堤
防
を
整
備
し
た
。
僅
か
に
二
年
余
の
突
貫
工
事
で
あ
る
。
城
は
元
和
八

年
八
月
の
完
成
で
あ
っ
た
。

（
元
和
）
八
年
、
御
城
並
二
町
架
残
ラ
ズ
成
就
シ
同
ジ
キ
九
年
、
御
礼

ノ
為
二
御

参
勤
遊
サ
レ
シ
ト
聞
エ
ケ
ル

（西
備
名
区
）

城
も
町
家
も
、
水
道
も
期
を

一
に
し
て
い
る
。
現
代
の
土
木
工
学
を
以
て
し
て
も
、

驚
く
べ
き
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
噴
出
で
あ
る
。

ま
た
寛
永
十
二
年
着
工
し
た
瀬
戸
池
、
同
十
九
年
着
工
の
春
日
池
、
同
二
十
年
着

工
の
服
部
大
池
の
大
工
事
は
、
生
産
力
の
向
上
を
め
ざ
し
た
用
水
池
の
整
備
で
あ
る

が
、
何
れ
も
二
年
程
度
で
完
工
し
て
い
る
。
責
任
者
は
神
谷
治
部
長
次
で
あ
る
が
、

寛
永
十
六
年
家
督
を
二
代
勝
俊
に
譲
り
乍
ら
も
、
背
後
に
勝
成
の
強
い
意
図
が
窺
え

る
。
今
岡

（駅
家
町
）
の
末
谷
池
は
、
勝
成
自
身
、
率
先
現
場
に
於
て
作
業
指
揮
中

に
島
原
出
陣
の
報
に
接
す
る
。

創
業
時
の
精
神
の
強
靭
さ
は
、
何
時
の
場
合
で
も
そ
う
で
あ
る
が
、
特
に
水
野
藩

が
福
山
の
草
創
時
に
か
け
る
形
相
は
、
凄
烈
だ
っ
た
と
云
っ
て
よ
い
。
例
え
ば
奉
行
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神
谷
治
部
長
次
が
市
村
綱
木

（今
の
西
深
津
町
）
で
示
し
た
気
暁
に
は
、
圧
倒
さ
れ

る
思
い
で
あ
る
。
芦
田
川
の
水
は
、
二
股
で
上
井
手
用
水
と
下
井
手
用
水
に
分
け
ら

れ
る
。
井
手
と
は
田
地
に
取
水
す
る
施
設
で
あ
る
。
上
井
手
の
水
が
か
り
は
、
本
庄
、

本
之
庄
、
吉
津
、
深
津
、
奈
良
津
、
三
吉
、
手
城
、
市
、
引
野
、
吉
田
の
十
ケ
村
を

う
る
お
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
灌
概
用
水
を
導
く
た
め
に
、
神
谷
は
岩
盤
掘
削
の

工
事
を
監
督
し
て
い
た
。
綱
本
が
高
い
地
区
で
、
岩
石
固
く
険
し
い
た
め
、
人
夫
は

割
ぬ
き
が
出
来
ず
、
工
事
至
難
を
訴
え
中
止
方
を
求
め
た
。
治
部
は
、
「
こ
の
個
所
の

難
事
は
も
と
よ
り
心
得
て
い
る
が
必
ず
出
来

る
筈

で
あ
る
、
汝
ら
今
之
を
や
め
る

と
云
う
な
ら
、
こ
の
場
に
於
て
拙
者
は
自
刃
す
る
」
と
叫
び

人
夫
の
割
籠
弁
当
を
取

り
上
げ
太
鼓
を
打

っ
て
、
か
ゝ
れ
と
命
じ
、
間
も
な
く
堀
切
ら
せ
た
と
云
う
。

「
此
ノ
所
ノ
難
シ
キ
コ
ト
ハ
、
我
等
モ
ト
ヨ
リ
心
得
タ
リ
今
コ
ン
フ
ナ
ヤ
ミ
テ
堀
切

リ
ヲ
ヤ
メ
レ
バ
、
フ
レ
生
涯
遂
ゲ
候

」
と
叱
陀
し
た
神
谷
治
部
の
気
力
が
上
井
手
用

水
を
成
就
さ
せ
て
い
る
。
治
部
の
設
計
技
術
や
施
工
能
力
は
抜
群
で
、
後
に
出
る
本

庄
重
政
と
共
に
三
百
年
後
の
福
山
の
骨
格
を
残
し
て
い
る
。

福
山
の
水
道
に
し
て
も
、
蓮
池
の
貯
水
池
か
ら
幹
線
を
南
と
東
に
走
ら
せ
、
町
角

に
設
け
た
貫
洞
か
ら
池
や
土
管
で
各
家
に
引
か
せ
た
。

福
山
御
家
中
、
町
場

ハ
呑
水

ハ
芦
田
川
ヨ
リ
御
取
成
サ
レ
候
　
御
家
中
　
町
共
ニ

小
路
ノ
真
中

二
溝
川
ヲ
附
　
自
由

二
水
御
取
成
サ
レ
候

（領
分
語
伝
記
）

と
あ
る
如
く
、
全
市
に
敷
設
し
た
勾
配
や
構
造
等
の
技
術
は
、
福
山
城
の
縄
張
り
、

城
下
の
都
市
計
画
な
ど
と
共
に
、
何
時
ど
う
し
て
養
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
何
れ

に
し
て
も
、
施
工
の
活
力
と
覇
気
は
、
目
を
奪
う
も
の
が
あ
る
。
精
魂
を
か
け
る
、

と
云
う
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

五
、
勝
成
の
文
化
性

勝
成
は
、
連
歌
や
和
歌
を
嗜
み
、
俳
諧
の
心
得
も
あ
っ
て
自
ら
詠
吟
し
て
い
る
。

倉
光

（駅
家
町
）
の
明
泉
寺
知
箭
を
俳
友
と
し
て
連
歌
し
た
五
十
句
、
百
句
が
現
存

し
、
命
意
措
辞
と
も
に
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。
特
に
慶
安
四
年
二
代
勝
俊
に
勤
え

た
野
々
日
立
圃
は
、
草
戸
記
な
ど
の
名
文
を
残
し
、
福
山
藩
在
中
に
多
く
の
知
己
門

弟
を
持
ち
、
福
山
に
文
学
の
黎
明
期
を
も
た
ら
し
た
。
「
た
ち
そ
ふ
や
濃
茶
の
上
の
薄

露
」
は
彼
の
五
十
五
才
の
と
き
、
野
遊
に
さ
そ
わ
れ
出
て
、
人
々
茶
を
た
べ
た
り
け

る
を
見
て
、
詠
ん
だ
句
で
あ
る
。

戦
国
乱
世
、
大
名
や
武
家
の
嗜
好
す
る
音
曲
と
し
て
能
が
栄
え
た
。
勝
成
も
能
を

好
ん
だ
。
島
原
の
乱
で
、
本
丸
に
攻
め
寄
せ
た
水
野
勢
の
先
登
に
立
つ
十
四
才
の
初

陣
、
孫
勝
貞
の
奪
戦
ぶ
り
を
み
て
、
高
ら
か
に
八
島
の

一
曲
を
舞

っ
た
。
と
云
わ
れ

る
。
勝
成
は
伏
見
城
内
に
あ
っ
た
能
舞
台
を
拝
領
し
、
江
戸
か
ら
御
能
太
夫
喜
多
七

太
夫
父
子
を
招
き
、
中
島
甚
五
左
衛
門
に
御
能
奉
行
を
命
じ
、
能
入
用
二
千
石
と
云

う
傾
倒
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
万
治
年
中
、
能
は
最
も
盛
事
で
あ
り
、
ひ
ろ
く
町
人
層
に

普
及
し
て
行
く
。

儒
学
、
特
に
朱
子
学
は
、
水
野
藩
に
お
い
て
儒
者
中
島
道
允
、
佐
藤
直
方
を
生
み
、

山
崎
闇
斉
学
派
が
風
靡
す
る
よ
う
に
な
る
。
勝
成
が
久
留
米
よ
り
招
い
た
蛮
江
紫
衣
、

泉
竜
寺
の
鷲
翁
応
曼
、
三
世
太
自
克
酔
、
刈
屋
か
ら
伴

っ
た
賢
忠
寺
の
能
山
芸
禅
師

な
ど
、
何
れ
も
漢
詩
文
に
造
詣
深
く
、
文
藻
を
も
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
。

千
利
休
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
る
わ
び
茶
は
、
大
名
た
ち
に
広
ま
っ
た
。
勝
成
も
そ

の
愛
好
者
で
、
茶
道
衆
を
抱
え
て
い
る
。
京
の
後
藤
栄
乗
か
ら
金
三
百
枚
で
購
入
し
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た
丸
壺
茶
入
、
弐
人
静
茶
入
、
染
付
七
文
字
之
茶
入
、
合
力
之
壺
、
三
ケ
月
壺
、
美

濃
茶
碗
、
宗
岡
茶
碗
な
ど
が
水
野
家
什
物
と
し
て
、
水
野
記

に
載

っ
て
い
る
。

美
術
工
芸

の
絵
画
、
刀
剣
、
建
築
、
陶
芸
な
ど
も
偉

れ
た
も
の
を
残
し
て
い
る
。

六
、
歴
史
を
支

え
る
情
念

水
野
藩

の
由
縁

の
寺
は
、
福
山
城
下
に
三
十
四
ケ
寺
あ
る
。
勝
成

の
建
立
し
た
曹

洞
宗

の
賢
忠
寺
、
同
じ
く
臨
済
宗

の
弘
宗
寺
、
竜
渕
寺
、
真
言
宗

の
松
山
寺

（廃
寺
）

の
外
、
神

辺
よ
り
移
転

せ
し
め
た
の
は
、
曹
洞
宗

の
竜
興
寺
、
臨
済
宗

の
永
雲
寺
、

浄
土
宗

の
大
念
寺
、
真
言
宗

の
胎
蔵
寺

で
あ
る
。
三
河
よ
り
移
転

せ
し
め
た
の
は
、

曹
洞
宗

の
泉
竜
寺
、
浄
土
宗

の
定
福
寺
、
日
蓮
宗

の
妙
政
寺
、
光
政
寺
、
真
宗

の
妙

蓮
寺
、
寂
丹
寺
、
道
証
寺

な
ど
で
あ

っ
た
。
勝
成
が
、
新

た
に
開
拓
し
た
土
地
を
福

山
と
名
づ
け
、
此
の
町
を
生
活

の
場
と
し
て
、
永
却

に
わ
た
り
よ
り
深
く
整
え
、
長

く
生
命

の
灯
を
点
じ
よ
う
と
し
た
こ
と
が
よ
く
判

る
。

備
後

に
は
、
水
野
家
由
縁

の
社
は
、
十
六
あ
る
。
こ
れ
ら
の
内
、
今

に
博
え
宗
教

活
動
を
行

っ
て
い
る
の
は
、
神
社
十
五
社
、
寺
院
三
十
二
ケ
寺

に
の
ぼ

っ
て
い
る
。

神
明
脈

々
、
法
灯
連
綿
と
し
て
星
霜
三
百
年
を
越
え
て
現
存
し
息
づ

い
て
い
る
こ
と

は
、
庶
民
の
奥
深
い
悲
喜

の
情
念
で
あ
る
。
福
山
に
住
ん
だ
人
た
ち
の
意
志

の
深
さ
、

念
力

の
強
さ
が
歴
史

を
貫

い
て
い
る
こ
と
に
感
嘆
す
る
。
此
の
地

に
生
き
た
先
人
た

ち
の
情
念
を
し
み
じ
み
と
覚
え
る
の
で
あ
る
。

七
、
勝
成
に
み
る
人
間
観

戦
国
の
世

に
生
き
た
人
達
の
精
神

の
確
た
る
強
さ
と
安
定
さ
は
、
戦
乱

に
肉
親
を

失

な
い
、
明
日
の
生
命

の
あ
け
く
れ
に
生
き
抜

こ
う
と
し
た
人
達
な
れ
ば
こ
そ
で
あ

っ
た
か
も
知

れ
な
い
。
天
正
三
年
水
野
家

の
統
領
で
あ

っ
た
伯
父
下
野
守
信
元
、
慶

長
五
年
に
は
父
和
泉
守
忠
重
を
殺
害
さ
れ
、
慶
長
十
四
年

に
は
弟

の
忠
胤
を
自
刃
せ

し
め
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
人
間
勝
成
の
悲
哀
が
あ

っ
て
、
始
め
て
彼

の
詠
ん
だ
「
何

時

の
間

に
身

に
秘
む
風
の
秋

に
こ
そ

」
の
句
が
判
ろ
う
と
云
う
も
の
で
あ
る
。

勝
成

の
人
間
関
係
を
観
る
と
、
愛
情
深
く
あ
た

ゝ
か
い
。
そ
れ
は
天
正
七
年
高
天

神
城
攻

め
の
初
陣
か
ら
、
寛
永
十
五
年
島
原
の
乱
ま
で
、
五
十
余
度
の
戦

い
に
臨

み
、

島原の役に着用したと云 う勝成の甲冑
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人
に
劣
り
た
る
こ
と
な
し
と
云
わ
れ
た
鬼
議
向
の
印
象
か
ら
は
、
別
人
に
見
え
る
。

彼
の
前
室
は
、
備
中
吉
井
の
零
落
し
た
土
豪
藤
井
道
斉
の
女
於
登
久
で
あ
り
、
後

室
は
成
羽
の
小
領
主
三
村
親
成
の
姪
の
於
薫
で
、
権
門
貴
族
と
の
関
閥
は
な
い
。

彼
の
叔
母
が
家
康
の
母
於
大
で
あ
り
、
妹
は
加
藤
清
正
の
妻
、
弟
忠
胤
の
妻
が
織
躍

信
長
の
女
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
考
え
る
と
、
勝
成
の
強
い
婚
姻
観
も
判
ろ
う
と
云
う

も
の
で
あ
る
。

勝
成
と
家
臣
団
と
を
め
ぐ
る
数
多
く
の
挿
話
を
み
て
も
、
寛
大
に
慈
、
人
心
の
機

微
を
犠
ん
だ
見
事
な
統
率
ぶ
り
で
あ
る
。
勝
成
は
備
后
領
主
と
し
て
民
政
面
に
も
統
治

治
能
力
を
も
ち
、
草
趨
期
の
大
名
に
要
求
さ
れ
る
資
質
は
十
三
分
に
具
え
て
い
た
。
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